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5９ 
ホーソーンの短編における「暗黒」について
井坂義雄
(１） 
かつて「水晶のlll々」（CrystalHills）とｌ平ばれたニューハンプシャー州の
｢白い山脈」（WhiteMountains）をホーソーン（NathanielHawthorne）が
訪れたのは1832年９月のことで，その時に宿屋の主人クローフォード（Ethan
AllenCrawford）からllilいたインディアンの伝説'）をもとにして書いた「巨
大な紅水,W,」“TlleGreatCarbuncle，，という短編を読むと，光ないし明る
さを示す多くの語が用いられていることに気づく。光そのものはiii純であると
思いがちであるが，実際に作,Ｈ１に当たってゑると，言葉として表現される多様
性に驚く。少し煩li1【になるかもしれないが，使用されているままの形で並べて
よよう。
ｋｉｎｄｌｉｎｇ，fire，ｂｒｉｇｈｔ，ｌｉｇｈｔ，Hickered，ｓｕｎrise，furnaces，ｍｏｏｎｓｈｉｎｅ， 
glittered，gleamed，ｇｌｏｗ，｝〕laze，ｉｌｌｕｍｉｎａｔｅ〔１，lustre，blazing，
gleaming，meteor，ｍｏｏｎ，ｓｕｎ，｝〕rigl1ter，radiance，gleam，ｂｒｉｇｈｔｌｙ，
splen〔Ior，Ｊａｃｋｏ'lantern，Ｈａｍｅ，noonday，glittering，glories，ｌａｍｐ，
a-glowing，ｌｉｇｈｔｓ，ｋｉｎｄled，ｇｌｏｒｙ，ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ，ｔｌ１ｕｎｄｅｒ，ｂｅａｍing， 
ｓｕｎｓｈｉｎｅ，ｄａｗｎ，１〕rightest，｝)rightening，ｈｕｅ，brilliant，Hashed，
ｇｌｏｗe(１，Ｓｈｉｎｉｎｇ，star，brilliancy，name〔１，glimmer，brightness，
ｇｌｏｒｉｏｕｓ，ｍｏｏｎlight，ｈｅａｒｔｈ，ｂｕｒｎｅｄ，ｂｕｒｎｔ，ｗａｘ－ｌｉｇｈｔｅｄ，ｃｈａｎｄｅｌｉｅｒ， 
torches，Stars，ｒａｙ，ｋｉｎ(Ｉｌｉｎ９，quenchless-gleam，ｌｉｇｈｔｅｎｉｎｇ２） 
宝物に'三|がくらんだ人間が，盲[||司然になって未|)'1の地を探し回り，不幸な
結果を招くという教訓を含んでいるこの作,11,に，光が多く現われるのはアイロ
ニーであるが，これはまた陰気な闇のアイロニーでもあって，ホーソーンの作
品に暗いものを見ようとする人は，１１の光，ランプの明かり，｜暖炉の火などが，
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この作品にかぎらず，いわば副次的に重要な意味をもって使われていることに
気づくことになる。人は光と闇の絶対値を知ることはできないが，この二つが
並ぶことによって，両者の述いをうかがい知ることはできる。また両者が混在
する薄明りの中に安住の地を求めることも許されるかもしれない。
読んでいる'二1分を魅了する真の力が「暗黒」（ablackness）にありとして，
ホーソーンの第二短編集「古い牧師館の苔』MDsscsﾉｲｉｍｗα〃Ｏ/ｄＭｚ"Scの
書評を書いたのはメルビル（HermanMelville）だった。メルビルはこの力を
「彼の中の大いなる暗黒の力」（greatpowerofblacknessinhim）である
と言う。『緋文字」ＴﾉﾉCSCαγ/Cノルノノc′を出版したホーソーンと，やがて『白
鯨」肋ｈｙ－Ｄｊｃﾙ,ｏγ〃ｃＷﾉﾉα/ｃをホーソーンに献じることになるメルビルと
が交遊を始める前後のことで，ここにこの二人の作家の魔術的な避遁を読み
取ることもできるのだが，それだけに，この「暗黒」というのが，あまりに
も徹底した表現でありすぎて，すべて読者に解釈が任されたままであること
も事実である。メルピルはこの「暗黒」を示すものとして，わずかに，「日光」
(sunlight)，または，「一条の彼の光」（ａｒａｙｏｆｌ１ｉｓｌｉｇｌ１ｔ）という表現を使
っている。しかし同時にまた，この「暗黒」は調べて分かるようなものではな
いし，直観でしかIiliえることができないということも示唆している｡3）精神の
深奥に隠れていて，ことによると当の精ﾈ''１の持主でさえ知悉していないかもし
れないような偉大さを知るとなれば，確かにそのとおりかもしれないのである。
幸いなことにメルピルの書評は『古い牧師館の苔』に限られていた。
いったいメルピルの言う「彼の光」とは何なのか。これに答えるには，一度
ホーソーンの作,W,の'｜'から光を醸成している要素を取りⅡ)してみるのも一つの
方法ではないか。従来この種の問題になると，暗さのほうに関心が集まり，ゴ
シック小説の影響があるとか，ピューリタンl止界の'１間さが反映しているといっ
たものに主題が移行してしまう傾向にあった。荒野にlULi民地を築いたニューイ
ングランド（NewEngland）のピューリタンには|暗い影があった。メルピル
もまた控え目ながら，｜可ｃところで，「かすかなピューリタンの暗さ」（atoucl1
ofPuritangloom）と表現しないわけにはいかなかった。ピューリタンの世
界観がゴシック小説の妖`陛性に富永，死Ｄｉｑｌ１と美女の共存するに'二１世的世界観に
近かったこと，ピューリタンの宇宙観が恐ろしい神を近くに感じる旧約的な世
界であったことなどを考えると，ニューイングランドの過去に作品の材料を求
めなければならなかったホーソーンの作,１W,の中に，ピューリタンと|司質のもの
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を見るのは当然だと考えられる。しかし，ピューリタン，とりわけニューイン
グランドのピューリタンの神学，および彼らそのものの実体が，クエーカー教
徒（Quakers）に対して示されたように，時と場合によって異なったという事
実が，ことをやや複雑にする｡の
(２） 
「ピューリタソの暗さ」に劣らず重要で，また研究家にとって魅惑的とも思
えるのは，ホーソーンが「孤立の歳月」（SolitaryYears）を送った「陰欝な
部屋」（DismalChamber）である。いわゆる「孤立の歳月」の解釈については
研究家の間でも意見の分かれるところだが,`）親友ブリッジ(HoratioBridge）
の励ましと援助で第一短編集「トワイス・トールド・テールズ」ＴＯ(）jcc-ZMノ
ｎＪ/Ｃｓを出版し，ようやく重い腰を上げようとしていたホーソーンは，1837年
６月４日付のロングフェロー（HenryWadsworthLongfellow）に宛てた手
紙の中で，「私には素材の不足という点で，別の大きな悩永があるのです」（I
haveanothergreatdiHiculty，inthelackofmaterials;…)`）と訴えて，
書くための材料が足りないことを告白している。これに続いて彼は，自分が世
間を知らないこと，自分の過去の世界が幻に満ちていたことなどを綴っている。
「陰欝な部屋」は同時に「幻の出没する部屋」であったことが理解できるので
ある。
「君と知り合うまでの過ぎた日に，いつも座っていた古いおなじゑの自分の
部屋に，君の夫はいま座っている」という書き出しで始まる1840年10月４日付
の手紙で，彼は婚約中のソファイア（SophiaPeabody）に次のように説明し
ている。「ぼくはここで多くの物語を書いてきた－多くは燃して灰にしてし
まい，多くは明らかに同じ運命をたどるにふさわしいものだった。この部屋は
幻の出没する部屋と呼ぶにふさわしい。なぜなら数えきれないほどの幻が，こ
の部屋でぼくに現われたのだ……そして，ときどきぼくは，すでに墓に入って
しまい，あとはただ冷たくなっていき，感覚が失せていくだけであるように思
った」（Ｈｅｒｅlhavewrittenmanytales-manythatｈａｖｅｂｅｅｎｂｕｒｎｅｄ
ｔｏａｓｈｅｓ－ｍａｎｙｔｈａｔdoubtlessdeservedthesamefate・Ｔｈｉｓｄｅｓｅｒｖｅｓ
ｔｏｂｅｃａｌｌｅｄａｈａｕｎｔｅｄｃｈａｍｂｅｒ；fortlIousandsuponthousandsof 
vｉｓｉｏｎｓｌＩａｖｅａｐｐｅａｒｅｄｔｏｍｅｉｎｉｔ.…Ａｎｄsometimes．．、ｉｔｓｅｅｍｅｄａｓ
ｉｆＩｗｅｒｅａｌｒｅａｄｙｉｎｔｈｅｇrave，ｗｉｔｌ１ｏｎｌｙｌｉｆｅｅｎｏｕｇｈｔｏｂｅｃｌ１ｉｌｌｅｄ 
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andbenumbed.)7） 
これはlUc年の３ﾉ]151三|にソファイアに宛てた手紙の中に出てくる「ぼくが
世の中で独りであった時にいつも感じていた大きな氷のかたまりに似た重苦し
さ」（theheaviness，ｌｉｋｅａｇｒｅａｔｌｕｍｐｏｆｉｃｅ，ｗｈｉｃｈｌｕｓｅｄｔｏｆｅｅｌ
ｗｈｅｎｌｗａｓａｌｏｎｅｉｎｔｈｅｗｏｒｌ(1)8)にも通じ，先にリ|用したロソグフェロー
に宛てた手紙の中の次のような発言とも一致する。「私のことを，ふくろうの
巣に住んでいる者とＩｌＩｉいてくだされば，もっと真実に近かったものと思います。
なぜなら，私の住まいは陰欝で，ちょうどふくろうのように，私は暗くなるま
では，ほとんど外に１１１主せんから。……私は'二1分を囚人にし，土牢に入れたの
です。……ここ十‘Ii1111，私は生きていたのではなくて，ただ生きることについ
て夢を見ていたのです」（Youwouldl1avebeenmucllnearerthetruth，
ｉｆｙｏｕｌ１ａｄｐｉｃｔｕｒｅｄｍｅａｓｄｗｅｌｌｉｎｇｉｎａｎｏｗｌ'ｓｎｅｓｔ；ｆｏｒｍｉｎｅｉｓ 
ａｂｏｕｔａｓｄｉｓｍａｌ，ａｎｄ，ｌｉｋｅｔｈｅｏｗｌ，Iseldomventureabroadtillafter 
〔ｌｕｓｋ.…ＩｌＩａｖｅｍａｄｅａｃ('1)ｔｉｖｅｏｆｍｙｓｅｌｆａｎｄｌ)ｕｔｍｅｉｎｔｏａｄｕｎｇｅｏｎ；
…Fortllelasttenyears，Ｉｈａｖｅｎｏｔｌｉｖｅ〔１，１〕ｕｔｏｎｌｙｄｒｅａｍedabout
liVing)o） 
さらにその前の1837年５)]241=Ｉ付で，ブリッジがホーソーソに宛てた手紙の
'１１には，ホーソーンが「芝士の下にいる」（“ｕｎｄｅｒａｓｏｄ'')9)（1111葬されてい
る，という意味にもなる）と発言したらしいことが示唆されている。
これらはいずれも手紙であるが，エッセイ風の作,１，「幻の111役する部厭」
"TheHaunte〔|Ｍｉｎｄ'’でも，ホーソーソは似たような心情を読者に語りか
ける。「どんな人の心の底にも，蕊と士牢がある」（Ｉｎｔｌ]edepthsofevery
heart，ｔｌ〕ｅｒｅｉｓａｔｏｍｂａｎｄａｄｕｎｇｅｏｎ,…)'0)と。
このように，彼が孤独に611作を続けたセイレム（Salem）の部屋というのが，
どのようなものであったかを，ある程度想定はできるのだが，ここに来て我わ
れは一つの疑ⅡMを抱く。彼を悩ます幻と，士に埋められている感覚とは，どの
ように緋ぴつくのだろうか，と。なぜなら，幻というのが想像力の所産である
ならば，磯かなファンタジーの|止界を作り」こげる材料ともなるわけで，決して
l堕かわしいものではないはずなのに，彼はUjらかに幻に取り囲まれているのを
嫌い，しかも書く材料の不足を訴えているからである。
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(３） 
素材の不足については，後年になってへソリー･ジェームズ(HenryJames）
が，これを評伝の中で取り上げた。ジェームズは『変身』〃(z"s/Ｍ"αﾉﾉo）z(ア
メリカでは『大11'1石の牧羊;i(''１』Ｔ/００ＭＪγb/ｃ〃"〃と)１ｍしてl[|版された）の序
文にあるホーソーソの言葉を引用したあと，ホーソーンが生きた時代のアメリ
カの生活になかったものを，おびただしいほど並べ立てた。ジェームズの並べ
る項目は国王あり，貴族あり，オックスフォードあり，アスコットありと，ヨ
ーロッパ，特にイギリスやフランスの伝統ないしは文化を伝えるもので，まさ
にジェームズ自身が小説の舞台とした社会の背景をなすものばかりなのだが，
そのジェームズが，数ページ前のところで，素材に関して並要な意味をもつホ
ーソーソの一面を折摘している。すなわちジェームズは，「夜の点拙」“Night
Sketches''という作,W,と，セイレムという侘しい片一ｌｌＩ合を思わせるニューイン
グランドの''1Jを頭にIi1liきながら，「ホーソーンは小さな刻下'1りな執|幼に観察した
人で，彼はまったく些細な11}来事に空想の場を見つけた」（Hawthorne,ｈｏｗ‐
ever，ｗａｓａｎｉｎｖｅｔｅｒａｔｅｏｂｓｅｒｖｅｒｏｆｓｍａｌｌtlIings，ａｎ〔Ｉｌｌｅｆｏ１１ｎ〔lalield
forfancyamongthemosttrivialaccidents,)１１)と書いている。
『アメリカン・ノートブックス』Ｔ/ZCA'"cγ/cα'１'Ｍ/COCOﾊｓの中に，ジェ
ームズの指摘を実証しているような興味深い一節がある。1844イド７月271三|に，
彼はコソコード（Concord）のスリーピー・ホロー燕地（SleepyHollow）の
一角に座っている。
「また，森の木女とliT１じょうに土手に生えている苔がjiLえる。そして，我わ
れが少しずつ'1のiiiにある物に気づく様子は何と奇妙なことだろう。私の手の
届くところに，いま突際に，熟して黒くなって，コケモモが生えているのに，
この時までは[|に几えなかった。もし我われが一'１じゅう，一週間，一カ月，
あるいは一生，ここにflIっているとしても，物事はこんなふうに,新しいものと
して現われてくるのだろう。もっとも，なぜ我われが物４１:のすべてを最初に見
つけなかったかという〕Il1ll]はないように思われるけれども」（Weseemosses，
likewise，ｇｒｏｗｉｎｇｏｎｔｈｅｂａｎｋｓ，ｉｎａｓｇｒｅａｔｖａｒｉｅｔｙａｓｔｈｅｔｒｅｅｓｏｆ 
ｔｈｅｗｏｏｄ、Ａｎ〔ｌｈｏｗｓｔｒａｎｇｅｉｓｔｈｅｇｒａ〔lualprocesswitl〕ｗｌ】ichwe
detectol)jectstbatarerigl1tbeforetl1eeycs；IlerenowarewlIortle‐ 
berries，ｒｉｐｅａｎｄｂｌａｃｋ，ｇｒｏｗｉｎｇａｃｔｕａｌｌｙｗｉｔｈｉｎｒｅ(,ｃｌｌｏｆｍｙｈａｎ〔1，
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ｙｅｔｕｎｓｅｅｎｔｉｌｌｔｈｉｓｍｏｍｅｎｔ、Wel･ｅｗｅｔｏｓｉｔｈｅｒｅａｌｌｄａｙ，ａｗｅｅｋ，a
montll，ａｎ〔ldoubtlessalifetime,objectswouldtlIusstillbepresenting
themselvesasnew，ｔｌ１ｏｕｇｈｔｈｅｒｅｗｏｕｌｄｓｅｅｍｔｏｂｅｎｏｒｅaｓｏｎｗｈｙ 
ｗｅｓｈｏｕｌｄｎｏｔｈａｖｅ（|etectedthemallatthelirstmoment`)'2） 
じつはジェームズは先にリUllした指摘のすぐあとのところで，「ノートブッ
クス」（Note-Books）のことに触れ，「綿密で，しばしばllj(るに足りないよう
な記録」（minuteandoftentrivialchronicle)'3)と評し，このような記録が
書かれるに至った理１１１が分からない，と疑義をはさんでいるのだが，，綿密で
あることと取るに足りないこととは必ずしも一致しない。取るに足りないよう
な記録でも，じっと見つめることによって，記録されている以上のことが見え
てくる場合もありうる。時代は逆行するけれども，ホーソーンはジェームズに
そう語りかけることだってできたかもしれないのである。ジェームズの書いた
ような小説に必要な伝統的，文化的な社会はアメリカにはなかったかもしれな
いが，植民地時代からの)謄史があった。かつては貸族もいた。ピューリタンが
いたし，クエーカーがいた。独立革命もあった。リアリズム小説の土壌を培う
ヨーロッパ的伝統と同質ではないにしても，書くものがないわけではなかった。
文化の求心性と地方性，文化IllliIllの流通といった''１１通はあるけれども，１M在の
我われからすると，ちょうどジェームズがアメリカ社会の置かれていた状況の
負の部分として，あれもない，これ$ないと並べたのとは逆に，当時のアメリ
カ社会には，これもあった，あれもあったと言えるような気がするのである。
もちろん，これは結果論である。蕊地に駆って苔を見つめていた。そこには森
や林があった。そこにミニアチュアのIlLylLが１Mわれた。こんなふうに，ホーソ
ーンの素材の成立を考えることもできるかもしれないのである。
新しい植民地の建設者たちは，まず初めに墓地と牢獄を作ることを考えなけ
ればならなかった，とホーソーンは『緋文字」節一章の冒頭に課いている。建
物としてのｸﾄﾞ獄は取り壊されるが，墓地は残る。ニューイングランド地力の古
い墓地は，ふつう埋葬地（１）uryingground）という粗11Vでありながら，また生
々しさも感じさせる言葉で呼ばれ，Ｔｌ｢ければ古いほど''1Jの''二'心に近いところや，
見晴らしのいい小高い丘の上にある。ボストン（Boston）でも，セイレムでも，
コンコードでも，またプリマス（Plymouth）でもそうである。やがて人口が
増えるに従って，さらに広い墓地が''1Jの郊外に造られるようになるのだが，古
い墓地はそのまま''1Jの''二'心に君l1iiiiiしている。しかも，こうしたニューイングラ
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ソドの古い墓地は，その特殊な環境と，墓石に刻まれた文字と像によって，生
ける子孫に魔術的に語りかける。それは荒野に囲まれた古い村落や''1Jの中で，
優に一つの「環境」を作っていたように思われる。
(４） 
『トワイス・トールド・テールズ』の'1ｺの「鑿で彫る」“Chippingswitha
Chisel，，という作,W,に，次のような何気ない表現がある。
百年かそれ以上も背のより古い墓石は，丹念に花で縁取ってあり，どくろ
や交差した二本の骨や，大鎌や砂時計や，その他，ソiiiましい死を象徴する
ものがいっぱい飾られていて，哀'|卓者の心を天に向けるようにと，それら
の間に，翼をつけた天使の像が彫られてあった。
(Theelderstones，datedacenturyback，ｏｒmore，I1aveborders 
elaboratelycarvedｗｉｔｈＨｏｗｅｒｓ，ａｎｄａｒｅａｄｏｒｎｅ〔Iwitl1amulti‐
plicityof〔leath's-heads，cross-bones，scytl1es，hour-glasses，ａｎｄ
ｏｔｌ１ｅｒｌｕｇｕｂｒｉｏｕｓｅｍｂｌｅｍｓｏｆmortality，witl1lUerean〔Ｉｔｈｅｒｅａ
ｗｉｎｇｅｄｃｌ]erul）ｔｏ〔1irecttllcmourｎｅｒｓｓｌ)iritupward.)(ＴＴＴ〕408）
この作,Ｗ１は1830年に旅したマーサズ・ピンヤード島（Martha，sVineyard）
が舞台となっており，主人公は，島に移り住んで墓石を彫ることを商売にして
いる人の仕事場を訪れて，蕊を注文する人と死者との関係や，蕊石に刻まれる
文字や像などについて，ときどき，この彫刻家と雑談を交えたことをｸiⅡらせな
がら，つまびらかに観察している。彼は，墓石を飾りたがる人ｌｌｊ１を冷たく突き
離す気持を表明しながら，｜可'１$:に当惑もしている。しかＭﾉﾄﾞ台はあくまでも特
定の島であって，この地を去ってしまえば，すべて忘れてしまいそうな印象を
読者に与えている。ところが，ここにホーソーンが言う「薙石」というのは，
この島にの承存在するのではなくて，ボストンを'1｣心にして，いくつもあると
いう事実がある。
展示物の多いボストン美術鮒（tlIeMuseumofFincArts）の地味な廊下
の一角に，一連の墓石を写した写真が展示されている。その中に特に人のＩＥＩを
引きつける一枚がある。そこには一つの人体の骨と，背に羽をつけた人の姿が
踊っている。いやlWiっていると思えるほど滑稽に見えるのである。説Ｕ１ｌの文を
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読むと，生命の火を消そうとしている死のﾈ１１１の腕を天使が捕まえて止めようと
している姿であるとなっている。これは平くったい石板でできた墓石の上方の
ティソパナム（tympanum）と呼ばれる半円形に象られた部分に刻まれている
もので，これと似た様式，すなわち，死のﾈ''１と天使の小ぜりあいを刻んだ墓石
は，ニューイングランドの古い１１１１葬地にかなりあるらしい。現にボストンで最
も古い墓地，キングズ・チャペル埋葬地（King'sCIIapelBuryingGround）
に行けば，ほぼ|可じモチーフを刻んだ墓石をいくつか探し１１}すことができる。
死のﾈ''１と天使の姿はみな似ている。骸''1,である死のﾈ''１は片手に鎖鎌を持ってい
る。背に羽をつけた天使は長い顎鬚をたらした古老，すなわち時の神(Father
Ｔｉｍｅ）である。死のﾈ111が生命の火に傘かコップ状の覆いをかぶせようとして
いることも|可ｃである。漉画に似れているflll代人にとって，こうした彫刻は一
見Ullるいユーモアに見えないこともないが，ことはそう単純ではない。なぜな
ら，これは当然ながら，当時の人びとの抱いたＩＭＬ観に関係しているからであ
る。特に言われるのはピューリタンのl止界観，あるいは宇宙観である。
これらが刻まれた時jU1と場所はかなり限られているし，特定の彫刻家の名前
も知られている。従って，これら一連の彫刻は彫刻家の個性の反映と考えるこ
ともできないわけではないらしい。しかし，｜『(尺地時代の初めのころは墓石を
彫ることを専門にしていた人がいたわけではなくて，大半は通常の建設業に従
事しながら，片手間に彫ったらしく，墓石の入手に関連して，死者の亡くなっ
た日からはるかに経ってから墓石が刻まれたという考証もある｡M）むしろ重要
なのは，こうした墓石の像がピューリタンのl止界観と関連しているとは言い得
るとしても，公式のものであるとか公認されたしのではなかったことである。
ニューイングランドではずっと時代が下るまで，教会と墓地は区別して考えら
れ，墓地に関する権限は民間の手に委ねられていた｡'5）
教会の椛威に支配されなかった代りに，時代によって変わる人びとの心情を
反映したと考えられる次のような別のZlT実がある。古い墓石の中で目立つのは，
ちょうど海賊の旗にあるような，頭舗''１．と，その下に二本の骨を交差させた彫
刻で，これは死を悼む弱い人間の'二|からすると残酷でグロテスクでもある。頭
蓋骨の横に，あたかも,烏の羽の’'1鰺を取りつけたかのようにしたものもある。こ
れは頭蓋骨が死者を捕まえて，猛禽のようにうずくまっているようにも見える。
ところが，この頭蓋骨に羽をつけた像は，次第に優しい姿に変わり，ついには
骸骨は女性を思わせるような頭髪のある顔になり，羽の骨を象ったと思われた
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写
真
１
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写真２
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〃真３
写真４
写真１，２，３，４は墓石に刻まれた像（ボストンのキングズ･チャペル埋葬地）
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屯のは天bliの翼に変わっていくのである。これがどの程度に一貫性をもってい
たかは分からない。なぜなら，1700年代，1800年代に至っても頭蓋骨は刻まれ
ているし，鎖鎌を持った独立した死の神州ﾐた刻まれているからである。しか
し概して言えば，頭蓋骨と二本の骨を組糸合わせた素っ気ない像は植民地時代
の初jUlに集にl'し，時代が下るにつれて優しい像が多くなったということはほぼ
確実である。
刻まれた文字についても似たような変化を見ることができる。たとえばプリ
マスの例を取ると，1700年代のｉｌ１ごろまでは，「ここに…が埋葬されている」
(Herelyes[lies］buried…）とか，「ここに…の死骸が横たわる」（Herelyes
[lies］thebodyof…）とか，「ここに…の死骸が埋葬されて横たわる」（Here
lyes[lies］buriedthebodyof…）といった表現が圧倒的に多い。やがて，
「…を思い出すために」（Ｉｎｍｅｍｏｒｙｏｆ…）とか，「…の霊に泰ぐ」（Ｔｏｔ１ｌｅ
ｍｅｍｏｒｙｏｆ…）とかが，これに取って代るようになり，1800年代になると，
「…のために建立」（Erectedinmemoryof［ｔｏｔｈｅｍｅｍｏｒｙｏｆ]…）とい
う表現が混入するようになる｡'6）すなわち，この赤裸戈な表現から，より抽象
的な表現へと変化していく過職は，綱継の像から天使の像へと変化していく過
租と平行しているのである。
鎖鎌を持った死の神の像も含めて，Ｉｌｌｉ慨から天使の像に移る過租には一つの
動きがあって，このことに|体が興味深いテーマになるのだが，ドラマとまでは
言えないにしても「動き」を示し，想像力を刺激してやまない広大な世界を示
唆する像が，ニューイングランドの古い墓地に散らばって存在するということ
が敢要である。これらの像は，ことの真偽は別として，通常なら[|に見えない
世界をUIl確に'二|に見えるように表わしている。観念や概念は，説教を通じて聖
職者から教えられるものとは異なった新しい力を与えられることになる。
当時の人間，つまり打工が，なぜ綱継を刻んだか，なぜ「電球型」と１１平ばれ
る骨の翼をつけた頭蓋骨（"light-bulb''wingedskull)'7)を刻んだかについ
ては，今でも充分に説Ⅲ)がついていないらしい。しかし，死というものの生々
しさを伝える効果はあったはずで，こうした像とともに刻まれる碑釦が，この
効果をいっそう高めた。すなわち，古い墓石に刻まれた文字は，４１Aける者の悲
しゑでも哀悼でもなくて，死者の側から発せられる言葉であった。
見知らぬ人よ，立ち止まって，こちらを見よ。
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お前が今あるように，私もかつてはあった。
私が今あるように，お前も今になる。
死の準llliをして私のあとについておいで。
(Stranger，stol）ａｎｄｃａｓｔａｎｅｙｅ， 
Ａｓｙｏｕａｒｅｎｏｗ，ｓｏｏｎｃｅｗａｓｌ， 
ＡｓＩａｍｎｏｗ，ｓｏｙｏｕｓｌ１ａｌｌｂｃ， 
Prel)arcｆｏｒ〔Icathandfollowme.)'8）
蕊は死者を弔う生者のためにあるのではなくて，タＭ･が主宰している。死者
はこうした'１Fびかけとといこ「生きている｣。通常は肢も見えにくいものが，
剛舩という赤裸々な婆で物を言うとき，死は生とともに人間にとって肢も普遍
的なものであると認識することによって，侮ることのできない一つの現実に変
わってしまうのである。
lMi:のあるＩＩＭにlIli:をつかめ，
時をつか糸，ｌｌｌｉを使え，
時を失って，むだにIlYした|とＩを，
|焚くことのないようにするために。
(SeizethemomentswhiletlIeystay， 
Seizethem，ｕｓｅｔｈｅｍ， 
Ｌｅｓｔｙｏｕｌｏｓｅｔｌ１ｅｍ， 
Ａｎｄｌａｍｅｎｔｔｌ]ewastc〔｜〔lay.)'''）
(５） 
雲をつかむような未来に不安を感じながら「陰瀦なlllll屋」でmll作を統けてい
たホーソーンが，タカの散歩の途中で，そっと蕊地に入り込んだということは
光分に考えられる。彼と蕊石とのｌｌ１合いが，具体的に，いつ，どのような形で
行なわれたかについては，これを一腱かぎりのⅡ}来曹'１:として考えるよりは，か
の「陰欝な部屋」の体験と切り離せない経過があったと考えるほうが，より真
実に近いように思われる。しかも，体験としての基が彼のＭ１ｌ１に入り込承，彼
を呪縛するようになったのは，かなり早いｌ１制０１だったように思われる。これが
虚柵性をもって頂点に達するのが｢緋文字』の結末のへスター・プリン(Hester
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Prynnc)の墓標であるが，読者は緋文字Ａの象徴する余剛と運命の１１i苦しさに
気を取られて，基石そのもののIir要性は忘れてしまいがちである。読者はこれ
を一過性のものと考えて，女主人公の述命にのみ興味をｿ|かれてしまうのだが，
ホーソーンの頭の１１１では，キングズ･チャペルの職の11｢い埋葬地からへスター．
プリンなる人物をリ|き出し，作,W,の終りとといこ，この女主人公をふたたび元
の墓地に帰すにすぎないという'剛|だったかもしれないのである。すなわち，
ホーソーンはここに至るまでに，蕊または塾石に関して良いこと)い､をはせ，
単に死者に対してではなくて，塾標または記念碑といったものについて，彼ｌ'1,1
有の心情を培ったように思われる。
『アメリカン･ノートブックス』には，タlj(death)，タヒ体(corpse,tlIedea(１，
tl]edeadbody)，‘ljl'（bone，skull，skeleton)，ｌｊＩ１非された（１）uried)，葬
式（funeral)，棚（coHin)，蕊（tomb，tombstone，grave，gravestone)，
遠地（burial-grolln〔１，sepulchre，grave-yard）といった語が顕'1}し，これに
病気（disease)，タＩｉぬ（die）といった類語を力Ⅱえると，おびただしい数に達す
る。さらに注'三'すべきなのは，こうした'１問いイメージを示す語とjllj対的に，Ｕ］
るさを示す語，たとえば光（ligl]t)，Ulるい（bright)，１１の光(sunshine）な
どが多く見られ，餓諮の範ullは「巨大な紅水,(/,」で川いられているものにほぼ
一致する。
1835`「９）１７１三|の項に，イゾスウィッチ(Ipswicl]）で蕊地に立ちM)fった時の
ことが記録されている。何人かの石工が蕊を建てていることと，Tli･い砿石に刻
まれている像などが，さりげなくlWiかれている｡20）ところが，このあとに続く
ｎｌｌ作のヒントとして記したらしいメモの中に，キソグズ・チャペルのこと，砂
時計，死体，死者，卿也，葬式，ランプ，ゆらめくlﾘIかり，天使，杵(といった
語が，さまざまな;Mjlを示しながら，わずか５ページのⅡ'1に並んでいるのであ
る。短い着想を書き記してあるだけで，’－１付が必ずしも書いた'三|を示している
とはかぎらないらしい1835年10)]171三’（Ａ/V）１４)と10)125日（Ａ凡１５)，１８３６
年８月311三１（Ａ１V>１７)，｜司年９)］（ＡﾉV）１８)，また10月25日（Ａ１V)１９）のメモ
にも，’三l光，此１１非，ＷＩｌ(き，太'1）Mi，火，｜ﾘIるい，病気，死，葬式，蕊石，たいま
つ，魔法のランタン，光，墓，かがり火，といった語が書き連ねられていて，
当時の彼の頭のに'１に，どのような想念が飛び交っていたかを椎ilIllできそうであ
る。特に1836年10)]2511のメモの｢'１には，おそらく1837`｢に書いたものと),1Aわ
れる「この陰欝な部屋で名声が独得された－セイレム，ユニオン通り」（I、
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tllisdismalchamberFAMEwaswon．（Salem,UnionStrcet)）（Ａ１V)２０)21） 
という一文が見える。
陰気なものを代表する蕊，埋葬といった言葉と，ＵＵるさを代表する火，｜｣光
といった言菜が混然として使われているという点では，親友ブリッジに州かれ
て'１１かげたメイン州オーガスタ（Augusta）の旅の記録と，マサチューセッツ
州の西のllIJピッツフィード（PittsHeld）を経ll1して北｣し，バークシャー地力
(theBerkshires）の風物を楽し糸，ノース・アダムズ（NorthAdams）に長
く逗留した'1$:の記録も|司じである。1837年７月201三|，彼は客となった部屋の雌
の飾りに，蕊と，死をllj(【ぎ悲しむ人びとの姿を見る（Ａ１V）５３)。翌月131三|には，
半午後に決'１１Mで死ぬことになる友人のシリー（JonathanCilley）とともにノ
ックス将fill（HenryKnox）の旧邸と墓地を訪れる（ﾉW66-67)。一年後の
1838年７)]271｣の記録には，ピッツフィールドの墓地を訪れたことが綴られて
いる（Ａ１Ｍ８５)。それから数'三|後の７月311三|にはノース・アダムズのナチュラ
ル･ブリッジ（tlIeNaturalBridgeまたはtheStoneBri〔Ige)，すなわち長年
の水の流れが大'1'1石を深く刻承，自然のアーチを作っている場所を訪ね，そこ
にある石切り場を見たあと，墓石のことに触れ，白く切りⅡ|されたたくさんの
蕊石が店先にあるのをⅡ盤したことを記している（Ａ凡98-101)。翌)]の111三１，
子供の葬式に参列。珊葬の習慣を記録（AjV)105-106)。二週間後の８月2611,
またまた子供の葬式を見る。彼はjiI1葬の様子を細かく観察している(A1M126-
127)。五'三|後の３１日にも彼は墓地のことを綴り（AZV）135-136)，９月７１三'’
９月９日に捌馳のことを記録することを忘れない(Ａ/V）144-151)。とりわけ，
９月７日の)]Ⅲ]かりの下の散歩では，道の近くで燃えている石灰焼きがまを見
つける。月の'１１１かりと燃える炎と，ゆらめく光の'二'二'に，とつぜん墓石が浮かび
上がる。こうして，おびただしい数の墓または薙石に関する記録をとったあと，
９月11日にノース・アダムズをあとにするのである。
この旅にllIる前の1838年７月４１三|の記録に，セイレムのチャーター通り
(CharterStreet）にある墓地（tlleOldBuryingPoint）のことと自分の先
ﾈ１１の基のことが綴られている（Ａ凡172-173)。これに統く７月１０日の記録は
夜釣りの旅を綴ったものであるが，海岸に燃える火と，月の明かりと，灯台の
灯火と，県の)|((|(ぎとが，一つの光景の中で光の輪郷を腰|)|]し，やがてUIけてく
る昼のⅢIかるさとともに，光と闇の入り混じった一種濃厚な色彩の飛び交う情
景をくり広げる（AIVB173-176)。
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祖の蕊（セイレムの
、埋葬地）
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1839年２月15日には，埋められた人間の骨がセイレムのH1Jで見つかった話を
人から聞いたことが記録されている（AAB189-191)。1841年10月18日の記録
では，明るい日の光をたっぷりと見たあとに，急に墓地が出てくる。彼はそこ
に墓を掘っている男を見るのである（AAL217-219)。
(６） 
婚約時代を通じて書かれたソファイアに宛てた手紙と，友人に宛てた手紙の
中で，彼が自己の中にある冷たいもの，暗いもの，陰欝なものを感じているこ
とを訴えたことはすでに述べた。メモであり，創作ノートであり，日記でもあ
った『アメリカン・ノートブックス』には，暗いものと明るいものが混然と並
び，特に墓に言及する記録が多かったことは今見てきたとおりである。
彼は長編を書くようになる前に二つの短編集を世に送った。この二つの作品
集に収められた短編の書かれた時代は，今まで見てきた手紙とノートの書かれ
た時代とほぼ平行している。従って，これら二つの作,Ｍさに墓の言及が多いこ
とは容易にうなずける。しかも，その言及というのが，たとえば「牧師の黒い
ベール」“ＴｈｅMinister,sBlackVeil'',「優しい少年」“ＴｈｅＧｅｎｔｌｅＢｏｙ，'，
｢老嬢エスター・ダッドリー」“OldEstherDudley''，「ヤング・グッドマン・
ブラウン」“YoungGoodmanBrown',,「Ｐの文通」“P.,sCorrespondence'，
などのように，終りに簡単に触れているにすぎないものから，先に挙げた「鑿
で彫る」や，「リリーの探求」“TheLily,sQuest，'，「ロジャー・マルビンの
埋葬」“RogerMalvin'sBurial''などのように墓，埋葬そのものがテーマに
なっている場合，さらに，「結婚式に|鳴る弔いの鐘」“ＴｈｅＷｅ〔lding-Knell”，
「クリスマスの宴」“TheCl1ristmasBanquet',，「墓と妖怪」“Gravesand
Goblins，'たどのように，墓地を舜台にし，あるいは墓地から人の世を見つめ
ている場合などさまざまで，同じ墓に触れるにしても，Ｍ々の作品により様戈
な色彩を帯びる。注意すべきことは，彼が基に言及する時に，墓は陰気な印象
を与えはするけれども，必ずしも象徴に映るとはかぎらないということである。
墓に対する言及が内容的に多様であるために，とってつけたように言及された
場合なら気づくはずの墓への言及にすら気がつかないで終ってしまうこともあ
りうる。これはおそらく読者が墓や埋葬という概念をプたいていは死という観
念で受け止めてしまうからで，死の観念の向こうにあるもの，すなわち墓地と
いう具象性のある物体を見ることを無意識のうちに拒むからかもしれない。ホ
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－ソーソは読者にそれ以上のことを知らせようとする。彼は読者に，墓に入る
とはどういうことかを思い知らせようとする。
これを証拠づける一節が「大望を抱く客」“TheAmbitiousGuest，’の｢１１
に見える。墓場に入る時のために衣装をそろえているという老婆の話を聞いて，
一夜の零である青年は次のように言う。
「年を取っても若くても，ぼくたちは承んな，墓のことや記念碑のことを
夢見ているんだ……船が沈もうとしていて，誰にも知られず，人より目立
つこともなく，広い海の｢ｌ１－あの広大な名もない墓場に，まとめて埋め
られようとしている時，船乗りたちは，いったいどんなふうに感じるのか
なあ」
(`Oldandyoung,ｗｅ〔Ireamofgravesandmonuments.…Iwonder
l1owmarinersfeel，ｗｈｅｎｔｈｅｓｈｉｐｉｓｓｉｎｋｉｎｇ，ａｎｄｔｈｅｙ，ｕｎｋｎｏｗｎ 
ａｎｄｕｎｄｉｓｔｉｎｇｕｉｓｈｅｄ，ａｒｅｔｏｂｅｂｕｒｉｅ〔ｌｔｏｇｅｔｈｅｒｉｎｔｈｅｏｃｅａｎ－
ｔｈａｔｗｉ(leandnamelesssepulchre1'）（ＴＴＴ,332） 
士に埋もれた状態を夢想する青年は，やがて，’二lら士に埋もれてしまうのだ
が，墓の中を見ようとする鯖ﾈ''１は，ただ士に埋もれるだけでは足りない。士の
下には人間の骨が残っていることを忘れることができないのである。墓と同
様に骨が狐１１Iするのはそのためである。「エンディコットと赤い十字の国旗」
"EndicottandtheRedCross，，の最後の場面のthebonesofthestern
Puritan(ＴＴＴ1,441)，「火を拝する」“Fire-Worsllip”の中のtheirwhitene(I
bones,22)｢天国鉄道｣"TheCelestialRail-road，'のthe}〕onesofslaughtere(l
pilgrims,23）「クリスマスの婆」に何度Ｍ｣てくるskeleton（ＭＯＭ２８６,287,
289,293,294,295,298,299，301,304,305)，「ロジヤー・マルビンの世１１
葬」の中でルーペン・ポーソ（ReubenBourne）を苦しめるマルビンのboneｓ
(ＭＯＭ３４４，350,356,360）などがその例である。核爆発を想像することも
可能な「このＩＵ:の大焼却」では，大かがり火（bonfire）が|可時に火葬の薪の'１１
(funeral-pile）（/VOM395）であることを示している。
人体の骨が逆に人間の性格を帯びるというのが｢フェザートップ」“Feather‐
top，，で，魔女であるマザー・リグピー（Motl1erRigby）がフェザートップの
近づいてくる足音を聞いて「あれは誰の足音だろう。さて，どこの墓から出て
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きた骸骨だろう」（"Ｗｈａｔｓｔｅｐｉｓｔｈａｔ？Ｗl]oseskeletonisoutofits
gravenow，Iwonder1，'）OVOM244）といぶかるのは，骨が墓地と密接
につながっていることを暗示している。
骨と骸骨は墓の下に埋められている死骸である以上に，墓石に刻まれた綱艘，
または頭蓋骨とつながっている。すなわち，生ける人間に何も働きかけること
のない，士の下の骨ではなくて，「クリスマスの宴」に見るように「じっと動
くことのない頭蓋骨の笑い」（theimperturbablegrinofadeatHs-head）
(ＭＯＭ２８６）を伴なう。ちょうどハロウィーンに飾るカボチャちょうちん
（jack-o'-1antern）のように空虚であるはずなのに，現世とは違った世界から
メッセージを送っている。
「ぼくの親戚，モリヌー小佐」“MyKinsman，MajorMolineux”では，
月の明かり（moonlight)24)のもとにボストンのⅡ1Jを歩くロビン青年（Robin）
に気味の悪い老人がつきまとう。モリヌー小佐を頼って田舎から出てきた青年
に，この老人はそれが間違いであることを告げようとする。老人は決まって陰
気なせきばらいを二回（histwosepulchralhems)26)する。青年の歩く町
の描写には月明かりだけではなくて，lantern（S1,209)，light（SL210)，
daylight（S1,211)，ｌａｍｐ（SL215)，torches（S1,227)，ｌｉｒｅ（SL227）と
いった光を発する語が続き，やがて，せきばらいと笑いが入り混じった老人の
声（`Ｈａｗ，ｈａｗ，ｈａｗ－ｈｅｍ，ｈｅｍ－ｈａｗ，ｈａｗ，ｌ１ａｗ，ｈａｗ１'）（SL
229）が響き渡る。読者はここまでくれば，この気味の悪い老人の役割に，ほ
ぼ見当をつけるのだが，これに追いうちをかけるように，この老人は「墓石に
刻まれた滑稽な碑銘に似た……発作的な笑い」（a6tofconvulsivemerri‐
ment…likeafunnyinscriptiononatomb-Stone）（SZ229-230）を発す
るのである。この作品が歴史的郷台を重層的に示していることを考えると,26）
月の明かりとランプの火に導かれてロビソ青年が歩く世界は，墓場としての過
去の世界であり，のちにホーソーンが限りなく作品の滋養を見い出す歴史の世
界であることが明らかになる。
(７） 
『トワイス・トールド・テールズ』はファンタジーと風景描写と歴史的舞台
がバランスよく組み込まれている多様性のある作品集だった。いつぽう，この
作品集に載らなかった重要な三つの作品があった。すなわち「ぼくの親戚，モ
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リヌー小佐」（発表が1832年）「ロジャー･マルピソの埋葬」（1832年）「ヤング・
グッドマン・ブラウン」（1835年）がそれで，いずれも虚構性の高いものであ
る｡27）この三つは鹸初に発表されたのが比較的早かったということに力Ⅱえて，
それぞれ墓が出てくること，燃える火が見えること，これに伴なう多くの類語
によって光と闇の効果が著しいといった作１W'のもつ|ﾉ]容でも共通する。ブラウ
ンの森が魔女の宴であることはよくＡＩ'られているし，「マルピンの埋葬」の｢'１
の「|)H懇」を示す次のような一節を読んでも，猯111i;が闇であることをﾀillること
ができる。
彼はどこか森の奥深いところに日の光を当て，まだ手のつけられていない
荒野の胸の内から41：活のかてを求めることになった。
(Ｈｅｗａｓｔｏｔｈｒｏｗｓｕｎｌｉｇｈｔｉｎｔｏｓｏｍｅ〔leeprecessoftheforest，
an(lseeksubsistencefromthcvirginbosomoftl1ewilderness.） 
(ＭＯＭ３５１） 
このようにll1lliい蕊を｣i』てUⅡるい太１場を求める雌柵としての空間は，すでに
『トワイス・トールド・テールズ』のｌＩｌｊ代に{iWi立されていたことはU伯なのだ
が，『古い牧iIili鮒の苔』のlMi化に入ると，墓への好ZAは変わらないものの，よ
り寓意性が濃くなり，読者は幻想の世界なのか，夢のlU:界なのか，ただ謎めい
ているだけの111〃,Lなのか区別のつかない一種特有の界Ul1気にリ|きずり込まれる。
『古い牧師館の苔」の実質的な序文である「古い牧i1ililWi」“ＴｈｅＯｌ(lManse'，
では，冒頭から葬列と村の墓地が示される。序文全体がコソコードノⅡ（the
Concord）とアサペトノ|'（theAssabeth）の水の流れのように，だるくて眠い
(sluggish，slumberous）（ＭＯＭ６－７)雰Ull気を伝えているが，おそらく，こ
れはこの作,Ｍきが読者に与える憂鱗な｢|]象を集約しているのだろう。この「古
い牧niIi館」を書いたのが彼の新婚時代だったことを考えると，ここに現われて
いるだるい感情が(iilであるか，きわめて|暗示的になる。彼は一力では自分の生
活をエデンのLMiにたとえ，愛する妻をイブに見立てていた。ところが一度踏
永込んだ想像の世界から逃れることはできなかった。近くに埋葬されているイ
ギリス兵の頭蓋を彼は忘れることができない（MOM9-10)。彼の)iWllllには依
然として妖怪(hobgol〕lins）（/ＷＭ24,30）がlⅡ没する。永続(permanence）
(ＭＯＭ２０）があり，永遠（Eternity）（ＭＯＭ２７）があり，蕊がある。例の
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陰欝な骸骨の声が，永遠に響く。放っておくには耐えがたい。そこに何かが生
まれないのが不思議だ。おそらく，ホーソーンにとってさえ，これは一つの異
和感であっただろうと思われる。光と闇の間にうろたえてか，それとも死者か
らのメッセージを伝える墓石像に'１をしばたいてか，Ⅲ]らかに一つの世界観を
伝える一連の言葉が現われる。それはmagic（ＭＯＭ２０）であり，charm
(ＭＯＭ２１）であり，spell（ＭＯＭ２１）である。そこには呪縛があって，考
え次第では妖精の国（theEncl1antedGround）（ＭＯＭ２８）にもなりうる。
それでも冷たさは残る（Thereisacoolness.…）（ＭＯＭ２７）のである。彼
は書かれた文字の知的集合体である書物の中に，冷たい（frigi（１）（ＭＯＭ２０）
ものを感じ取る。
『緋文字』に成功したあと，バークシャー地方のレノックス（Lenox）に移
ＩＩＬた彼は，1851年に『トワイス・トールド・テールズ」の序文を書いた。
これはこの短編の紹介であると同時に，これら短編を書き続けていた当時の
l]己の回想でもあった。全体に皮肉な口調をにじませながら，彼は心に悪寒
(thechill）があったことや，指先の感覚がなくなった（thenumbness）こと
をさりげなく告げている（ＴＴＴ,３)。原稿を燃すという激しい行為もあったこ
とを伝えながら，書き手が自己の作,Ｈ１に投影する貴重な感覚を綴っている。す
なわち，「どの作品の感情にも，観察にも溶け込んでいる，｜瞑想癖という冷た
さがある｡」（thecoolnessofameditativel]al〕it，ｗｌ】iclI（IiHusesitself
throughthefeelinｇａｎｄｏｌ)servationofeverysketch）（ＴＴＴ,５）死を
認めるのは冷たい理性である。従って，死のl1llから生者を見つめることも冷た
く感じられる。「陰欝な部屋」における士の下にいるような体験と，心に悪寒
を覚え，指先の感覚をなくしていくような体験は，たぶん|｢１ｃ性質のものだっ
た。
「イーサン・ブランド」“EthanBrand,'の主人公の罪を作り出す要素「冷
たい理性的好奇心」（acoldpl1ilosopllicalcurosity［s/c]）（ＡＡＬ２５１）も，
｢知性が心から分離すること」（theseparationoftl]eintellectfromtl]ｅ
heart）（Ａ/V)251）も，この点では|司一線｣二に並ぶものと考えてよい。「許さ
れざる大罪」（theUnpardonableSin）とは何かと聞かれたイーサン･ブラン
ドは，「それは私の胸の中に育った罪だ」（“Ｉｔｉｓａｓｉｎｔｌ１ａｔｇｒｅｗｗｉｔｈｉｎ
ｍｙｏｗｎｂreast,…"）（ＳＬ９0）と答える。観察するということは必ず肉体的
行為を伴なうとはかぎらない。観察はむしろ精ﾈIl1的行為であり，精ﾈｌｌ１的形態で
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ある。しかも「ﾘ|きつけてやまない人間の絆を失ってしまった」（lIadlostl1is
holdofthemagneticchainofl1umanity）（ＳＬ９9）結果，「思いやりの
欠如」（totallackofsympathy）（TTT,３）という属性をもち,「必ずしも，
生きている，｜暖かい川の通った人間」（notalwayssowarmlydressedinits
habilimentsofHeshandblood）（TTT｝５）を生ZK出すとはかぎらないので
あれば，血肉に欠けた骨に等しくなる。こうしてイーサン・ブランドは「冷た
い観察家」（acoldobserver）（ＳＺ９９）であると|可時に「悪魔」（aliend）
(ＳＬ９9）になる。彼が石灰焼きが主のに'１で骸骨と化してしまうのは，罪とい
う精ﾈ''１上の間脳を取り入れているにしては，きわめて物〕Wl的ＭＨ題を取り扱っ
ているわけで，この作,Ｈ１の進行を逆にすれば，すでに見てきた「フェザートッ
プ」に似た作品になるだろう。「イーサソ･ブランド」のに'二iに，寓意を読承取る
ことはできる。しかし，作品が読者に示す見どころは道徳の問題ですらないと
言うこともできる。この作品に断罪と教訓を読糸取ってもいいし，ジレンマを
理解してもいいのかもしれないが，むしろ見えるのは|暖かい人間の心をうらや
む嫉妬である。それは生きている人間の一つの情念である。従って，イーサン・
ブランドの肉付けをどのようにしようとも，残るのは骸骨であり，ちょうど蕊
石に刻まれた翼をつけた骸骨のように一様に大きな眼窩をもって，ただ空虚に
見つめているのと変わらない。
(８） 
1839年に発表された「リリーの探求」という作品がある。二人の恋人が「純
粋な架し承が……バラのように群がり，つねに新しく，’二|然のままに花開く」
ような寺院風の別荘を建てようとして，その敷地を探し求める。ようやく目的
を達して寺院も完成したというのに，恋人のリリーは空気のような存在になっ
て死んでしまう。寺院を基地に変えて，リリーを埋葬しようと床下を掘ると，
そこに古い墓地が見つかる。こうしてこの作品は，墓地というものの存在を知
らせるために逵巡してきたことを読者は知るのであるが，最後の最後にきて，
主人公のアダム・フォレスター（AdamForrester）は両腕を天に向け，次の
ように１１１１ぶ。
「ぼくたちの寺院の赦地は，墓の_上であって欲しいものだ。だから今は，
ぼくたちの幸福は永遠だ」
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("ＯｎａＧｒａｖｅｂｅｔｈｅｓｉｔｅｏｆｏｕｒＴｅｍｌ〕ｌｅ；ａｎｄnowourhappiness
isforEternity1'，（ＴＩＴ,450） 
読者はここで，かなり強引な選択を迫られる。というのは，なぜここで死を
表象する墓を永遠の幸棉をもって受け入れなければならないのか，という素朴
な疑問が起こるからである。このあとに「一条の'三|の光が陰気な空から現われ
て，墓を照らした」（arayofsunshinebrokethroughthedismalsky，
andglimmereddownintothesepulcllre）（ＴＴＩ）450）とあるので，これ
はキリスト教的に;iql1と人間との和解を意味するのかもしれない，と考えざるを
えなくなる。じっさい，Ａｄａｍ，ｔｈｅＬｉｌｙといった命稿からして，この作,W|は
死と再生と結びつけて考えられるらしい｡28）
ホーソーンが例のコケモモを見たのはコンコードの墓地であった。これまで
見てきたように，彼はニューイングランドに特有の薙石に刻まれた像に取りつ
かれ，墓石にlWiる死のﾈ''１と天使の姿から限りない素材をリ|き'I)した。生のｌＵｉＬ
から見れば，死のｌＵｉＬは負のＩＵｉＬであり，メルビルが「'１州!」と感じたものの
実体は，限りなく負の|止界に逵巡してやまないホーソーンの趣向にあったのか
もしれない。ホーソーンが「盤で彫る」の'1二'で，さりげなく１１W写した一場の絵
には死があり，ろうそくの火があり，天使があった。蕊石はそれ｢|体は生の形
骸であり，死でありながら，一つの世界観を提示した。このIUiLIljlが芸術的色
彩を帯びると，ときには死のlMllから見た生の世界がllliきⅡ)され，iiiなるペシミ
ズムとは違った，一几影の薄いように見えるＩＭＬがIIilわれる。アレゴリーがこ
の影の薄さを助長する。生とのつながりに碓然としたものを示さない数々の観
念に読者はいらだちを覚え，ホーソーンは不可解だと決めつけたい誘惑にから
れろ。１１|]題は解決しないまま残される。ことによるとピューリタンの神学がホ
ーソーンの文学のｳｌ１ｌ１Ｌさの原因になっているのではないかと考える。しかし，
ニューイングランドの墓石がニューイングランドのピューリタンの世界観から
生まれたという事実と，蕊石に刻まれた世界観がホーソーンに影響を与えたと
いう事実は，おのずから進うように思われる。
アメリカ柿尺地が経験した過去の世界に彼が探りを入れようとして足を蹄孜
入れようとした時に，墓地はどうしても通らなければならなかったよL象の世界
であった。じっさい彼は「観光客のように，いつもこの墓地〔キングズ・チャ
ペル埋葬地〕をぶらついていた｡」（Justliketourists,NatllanielHawtl1orne
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ﾙｰ`鞠
写真８『緋文字』の主人公へスター・プリンの性格
づけに少なからず影響を与えたといわれる
ElizabetllPainの蕊（キングズ・チャペル
」111葬地）
usedtoroamtl1iscemetry.)2,）彼の作,WIとノートにはおびただしい墓への言
及があって，彼の想像力が某石と魔術的に交わったという想定は可能だし，こ
の私的体験を通じて素材の一つとして1M;立した陰欝で|暗い感じのする墓石が，
作,ｌｉ１ｌの中で暗い効果を｣こげているということしできる。しかし，ここに論じた
ように暗さの原因を菜にの承結びつけることがＪ１こしいものかどうかは分からな
い。問題は死よりも暗いものがあるかどうかということである。もしあるとな
れば，神学を避けることはできないし，心というものの蕊を詳細に見きわめて
いかなければならないだろう。幸いにして我われには長編の世界が残されてお
り，長編に関してはまったく別の角度から論じなければならないかもしれない
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のである。
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